













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































・ 尾 崎 紅 葉 、 200 3 年 、 『 金 色 夜 叉 （ 上 ）
（下）』、岩波文庫
・菅野聡美、2001年、『消費される恋愛論－大
正知識人と性』、青弓社
・栗田廣美、1998年、〔亡命・有島武郎のアメ
リカ－＜どこでもない所＞への旅』、石文書
院
・権ボドゥレ、2003年、『1920年代初頭の文化
と流行　恋愛の時代』、現実文化空間
・三枝壽勝、1996年、『アジア理解講座「韓国
文学を味わう」報告書』、国際交流基金
・全光鏞編、1968年、『韓国新小説全集　巻九
趙一斎』、乙酉文化社
・ソ・ジヨン、2011年、『韓国文化と愛の系譜
学　歴史に愛を問う』、イスップ出版社
・孫禎穆、1996年、『日帝強占期　都市社会相
研究』、一志社
・高田保馬、1931年、「情死の新研究」『中央
公論』第516号
・橋谷弘、2004年、『帝国日本と植民地都
市』、吉川弘文館
・福田清人編『明治文学全集18　尾崎紅葉
集』、1965年、筑摩書房
・安川定男、1989年、『悲劇の知識人　有島武
郎』、新典社
・山田有策、2009、尾崎紅葉の「金色夜叉」、
角川学芸出版
・吉川萍水、1932年、『妓生物語』、半島自由
評論社
・劉岸偉、2011年、『周作人伝―ある知日派文
人の精神史』ミネルヴァ書房
52 権ボトゥレ、前掲書（註46）267頁。
